
 

令和３年度 第 12 回 政策決定会議 会議録 

                                                                  

◆開催日時：令和４年３月 15日（火） 16：10～16：30 

◆開催場所：市長公室 

◆出席委員：永野市長、堤副市長、戎井副市長、大下教育長 

                                                                     

◆審議事項 

・岸和田市次期総合計画基本構想案及び基本計画素案、 

都市計画マスタープラン（全体像・試案）について・・・・・・企画課、都市計画課⇒承認 

                                                                     

◆審議概要 

 

『岸和田市次期総合計画基本構想案及び基本計画素案、 

都市計画マスタープラン（全体像・試案）について』 

 

〈説 明 者〉西川総合政策部長、貝口企画課長、中井担当長、前田主任、上田担当員 

       松下まちづくり推進部長、山田都市計画課長、藤井参事 

 

◎説明者から、案件及び政策調整会議における議論の内容を説明し、政策調整会議にて、本件原

案を一部修正のうえ承認された旨、報告。 

◎報告後、質疑応答 

 

〈堤 副 市 長〉基本構想の社会状況の変化の SDGs の項目について、修正を重ねて相当見やすくなっ

た。今後、外部の意見も聞いてさらにブラッシュアップしてほしい。市民にわかりや

すい記載をすること。 

〈戎井副市長〉パブリックコメントに向け、客観的な視点で市民にわかりやすいものとなるよう引き

続き精査を行うように。 

〈教 育 長〉基本構想のダウンサイジングの記載において、目的と手段が逆になっているように思

う。「機能を維持・充実した上でのダウンサイジング（規模縮小）」とあるが、規模

縮小に重きを置いているように感じられるため、例えば、「規模の適正化により、機

能の維持・向上を実現するダウンサイジング」のようにすれば、よりダウンサイジン

グの意味合いがわかりやすくなる。 

都市計画マスタープランの「生活利便施設近接」に関する図について、政策調整会議

の資料から説明が追記されているが、この割合の位置づけが読み取れず、どのような

理解をすれば良いのかがわからないため、さらに説明を加えること。都市計画マスタ

ープランで使用する写真の選択においては、内容に合った、わかりやすいものを選ば

れたい。 

〈市 長〉総合計画及び都市計画マスタープランを通じ言葉の共有をする、ということが最も

重要。言葉の共通認識を持たなければ議論にならない。庁内で心をひとつにし、市

民も含め議論を進めるために、見やすさや市民へのわかりやすさを追求するという



意識で作業を進められたい。 

〈総合政策部長〉本案件について、原案どおり承認してよろしいか。 

 

【異議なし】 

⇒本件を、原案のとおり承認する。 

 



別記様式（第 14 条関係） 

 

 

      令和４年２月 22日 

 

政策調整会議付議依頼書 

 

依頼者名     総合政策部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 
岸和田市次期総合計画基本構想案及び基本計画素案、都市計画マス

タープラン（全体像・試案）について 

付議の目的 

（ポイントを絞り込んで、

簡潔に記載すること。） 

令和５年度スタートの次期総合計画の基本構想案及び基本計画素

案の検討についての進捗状況報告とともに、総合計画審議会の資料と

して用い、意見聴取を行うことについて付議するものです。 

また、都市計画マスタープランの見直しについての進捗状況として、

「全体像・試案」の報告を行うとともに、本試案をもって都市計画審議会

にて意見聴取を行うことについて付議します。 

説明者 

貝口 企画課長、中井 政策担当長、前田 担当員、上田 担当員 

山田 都市計画課長、藤井 都市計画担当特命参事 

 

 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 達成された姿

目指す成果

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

12,815

10,538 9,999

2,833

16 16 16 16 16 16 16 16

1,920 2,260 1,400

850

16 14,751 12,814 15,098 16 16 16 16

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

15,098 16 16 16 16

        

★当該事項に関連する人員増の必要性※

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

★取組の効果を表す指標

単位 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

① ％ 7.3 10 7.6 7.8

② ％ 12.1 14.4 11.7 11.6

※事業費及び人員を確約するものではない。

計

15,162

　第4次総合計画では、21世紀型の新しい仕組みづくりとして、市民参加、地域経営の視点から、岸和田市自治基本条例の理念を具体化する役割を担
う「市民みんなの総合計画」として位置付け、積極的な市民参加による総合計画の策定を実施してきたが、一方で市民による継続的な認知につながって
いない。そこで、地域自治、公民協働のさらなる向上をめざし、市民参加による策定過程を重視した計画づくりとするとともに、まちづくり主体者の新たな
連携の創出や多様な資源の活用など、少子、高齢社会における持続可能な地域づくりのための「みんなの総合計画」として策定していく必要がある。

人員増の必要性

その他

都市計画マスタープラン基礎資料及び策定支援委託費

都市計画マスタープラン印刷、広報
【令和５年３月～４月頃】

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

次期総合計画印刷、配布、広報
【令和５年１月～令和５年３月末】

総合計画の進行管理

対象 市民

どのような
状態を目指す

総合計画は、自治基本条例の理念にある「市民自治都市の実現」に向けて、市政運営の方向性を明らかにする役割を担ってお
り、行政のみならず、市民や議会とともに策定し、市民みんなのめざすまちの姿としての総合計画をめざす。なお、総合計画の策
定と都市計画マスタープランの見直しを連携し進めることで、具体的な都市の将来像と都市計画の指針について一体的に進め
る。

202010201

（コードは「総計体系」を参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

目標値

指標名

市民の声が市政に反映されていると感じ
ている市民の割合

市役所は目標の達成に向け、計画的に施
策を推進していると感じている市民の割
合

付議会議

付議事項

令和３年度　　第12回会議

岸和田市次期総合計画基本構想案及び基本計画素案、都市計画マスタープラン（全体像・試案）について

無

実施中の取組及び予定する事項

Ⅱ－２　適正で、分かりやすい行財政運営をする

(1)行政の責務が果たされていることを市民が実感できている

②明確な目標設定と評価により行政運営が行われている

ア　目標の達成に向けて、計画的な施策の推進と適正な進行管理に努める

とことん懇話会の開催、基礎調査、アンケート調査、団体ヒ
アリング等の運営補助委託費【～令和３年３月末】

とことん懇話会の開催、庁内検討会議及び総合計画審議
会運営、地区説明会の開催等運営補助及び計画書の作
成委託費【令和３年４月～令和５年１月末】


